
令和７年度第１回指宿市史編さん委員会（通算４回目）

日 時：令和７年５月２３日（金）

午前９時３０分から１１時３０分

場 所：指宿市役所 ２階 市長応接室

【会議次第】

１ 開会

２ 市長あいさつ

３ 報告

各編集専門部会の取り組み状況及び今後の調査等について

・・・・・・・・Ｐ１～５

４ 議題

(1) 章立て及びページ割について・・・・・・・・・Ｐ６～19

(2) 執筆要領，レイアウトについて・・・・・・・・別冊①，②

(3) 史料編１について・・・・・・・・・・・・・・Ｐ20～37

(4) 今後のスケジュールについて・・・・・・・・・Ｐ38

(5) その他

５ その他

６ 閉会

指宿市 総務課市史編さん室



資料●

各編集専門部会の取り組み状況及び今後の調査等について（個別調査除く）

自然

●第１回指宿市史自然編集専門部会

日時：３月９日（日）13 時 30 分～15 時 30 分 場所：鴨池公民館

◎今後の調査について

・必要に応じ年１～２回部会を開催する

・指宿市内の鉱山の現地調査，資料収集

・指宿市内の植物，昆虫の調査

・池田湖などの外来魚の現地調査，聞き取り調査

・知林ヶ島の調査（海から観察）

・市沿岸の魚類調査

先史

●第１回指宿市史先史編集専門部会

日時：３月 19 日（水）13 時 00 分～15 時 00 分 場所：鹿児島国際大学

◎今後の調査予定

・指宿市内遺跡の市・県収蔵資料等の調査

・圧痕調査 ２泊３日を２～３回

古代

○古代部会現地調査

日時：３月２日（日）午後～３日（月）午前

内容：開聞岳噴火年代検討に伴う紫コラ直下にある植物スタンプの調査
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資料●

●第１回指宿市史古代編集専門部会

日時：３月９日（日）10 時 00 分～12 時 00 分 場所：ラ・サール学園

◎今後の調査について

・開聞岳の噴火年代（紫コラ）をどのように位置づけるのか，他部会委員を含

めた意見交換会，検討会の実施

中世

○中世部会現地調査

日時：３月 15 日（土）午後～16 日（日）終日

●第１回指宿市史中世編集専門部会

日時：３月 15 日（土）13 時 00 分～15 時 00 分 場所：指宿図書館

◎今後の調査について

・指宿市内の神社等に残る棟札や神像に関する調査

・市内の山城について踏査を行い縄張り図を作成

・令和７年度秋 内容：中世関係文化財現地視察

近世

○近世部会現地調査

日時：２月２５日（火）～２月２６日（水） 場所：指宿図書館

内容：近世関係文献調査

日時：３月２日（日）終日 場所：指宿市内

内容：近世関係文化財現地視察
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資料●

●第１回指宿市史近世編集専門部会

日時：３月１日（土）14 時 00 分～16 時 00 分 場所：県立図書館

◎今後の調査について

・日時：５月１０日（土）・１７日（土） 場所：指宿市内

内容：近世関係文化財現地視察

近代

○近代部会現地調査

日時：３月 29 日（土）午後～30 日（日）午前

内容：近代史跡巡見（戦没者慰霊碑・巡査どんの墓・廃仏毀釈跡 ほか）

●第１回指宿市史近代編集専門部会

日時：１月 14 日（火）19 時 00 分～20 時 30 分 場所：オンライン

●第２回指宿市史近代編集専門部会

日時：３月 29 日（土）19 時 00 分～20 時 30 分 場所：指宿図書館ほか

◎今後の調査について

・令和７年８月：聞き取り，立ち入り調査（馬渡写真館・公民館等）２泊３日
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資料●

● 各編集専門部会での意見

【自然】

①他部会との関連項目について，調整が必要となる。

【先史】

①600 ページの本を一般市民が手に取りやすいのかと言えば，物理的に厳しい。

本当に手にとってもらうとすれば，ブックレットみたいなものを作るなどの

検討が必要。

②科研費など別の予算と指宿市史編さん事業の予算で調査を行った場合，その

成果を指宿市史より先に発表しても良いか。プライオリティの問題がある。

（今後，事務局で明確に示す。）

【古代】

①鹿児島県には県史がないので，特に古代の部分は，一番新しい自治体史を読

めば今の研究状態が大体わかることとなる。指宿市史もそのような形にもっ

ていきたい。

②資料収集を効率よくするため，他委員が所有する資料で，提供可能な資料を

共有したい。

民俗

○民俗部会現地調査

日時：３月２日（日）午前

内容：市内巡見（枚聞神社・玉の井・川尻・竹山・揖宿神社・松尾城跡 ほか）

●第１回指宿市史民俗編集専門部会

日時：３月１日（土）14 時 00 分～16 時 00 分 場所：指宿図書館

◎今後の調査について

・次の部会は秋に予定。それまでに各委員が個別調査を実施する。

4



資料●

【中世】

①市内の神社所蔵の棟札，神像の調査が必要。

②山城の踏査を行い縄張り図を作成し，市史に掲載する必要がある。

③明治時代に作成された地誌等の確認が必要である。

→山川郷土歴史（M44）を pdf 化

【近世】

①枚聞神社所蔵文書についても史料集に入れる必要がある。

②昭和 33 年の指宿市誌資料集は資料の宝庫であり，執筆に活用するべきであ

る→pdf 化

【近代】

①部会（時代）の境目については，執筆者間の打ち合わせが必要。

②議会関係や学校関係，地域メディア，団体（自治会・観光協会等），史談会な

どの資料調査が必要。南九州市（頴娃）の資料も重要である。

③鹿児島大学との連携（新聞調査）及び情報共有。

【民俗】

①他の執筆者との執筆内容のすみ分けが必要。他の執筆者が，どういう想定を

されていて，どういう資料を使うのかを知りたい。（開聞岳・神社等）

②テーマ史の執筆者選定と打ち合わせが必要。
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第１巻 通史編①「市の概要と自然史」  （200ページ）※42ｐ調整希望 242
部会 執筆者 想定頁数

目次・挨拶文など 20

１ 市の概要 １ 指宿市の概要解説 ⑦ 18

18 ２ 位置・面積

３ 市域の変遷

４ 人口動態 ① 人口及び世帯・集落数

② 人口構造

③ 人口異動

２ 自然史 地形と地質 80

204 １ 地形 ① 地形の概要 ① 成尾・小林 3

↓ 1)山地および火山地形

2)海岸

２ 地質 ① 地質の概要 成尾・小林 3

1)先阿多火山活動

2)後阿多火山活動

② 指宿の火山 成尾・小林 5

1)阿多噴火以前の火山活動

 ・阿多鳥浜

 ・大野岳

 ・赤水岳

 ・魚見岳

2)阿多噴火の推移 5

 ・田代・今和泉火砕流

 ・知林ヶ島

 ・阿多火砕流

3)中央火口丘群の活動 5

 ・清見岳

 ・鷲尾岳

 ・福元火砕岩

4)池田噴火 5

 ・池田噴火の先駆活動

 ・池田噴火の推移

 ・山川湾の噴火

5)その他のマール 5

 ・鏡池

 ・水無池

 ・鍋島岳

6)開聞岳 5

 ・開聞岳の地形

 ・開聞岳の噴火

 ・開聞岳沖海底地形

3 鉱山 ① 南薩層群 志賀 20

② 鉱山の概要 志賀

③ 鉱山各論 志賀

４ 温泉 ① 指宿の地質構造と温泉 小林・川畑 20

指宿市史通史編　章立て案

令和7年4月26日

編 章 節・項・トピック

162ｐへ変

更希望
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部会 執筆者 想定頁数

② 指宿の温泉 小林・川畑

1)指宿市街地

2)鰻・山川

3)伏目・開聞

③ 地熱発電 小林・川畑 2

1)開発の歴史

2)地熱発電の仕組みと現状

5 地震活動 ① 地震活動の概要 成尾 2

② 喜入沖の地震活動 成尾

生きものの世界 124

6 植物 ① 植生 寺田・片野田 16

1)土地利用と植生図 6

2)特徴的な群落 3

 ・国天然記念物鹿児島県のソテツ自生地（竹山・長崎鼻）

3)開聞岳の垂直分布 4

4)火山活動と植生 3

② 植物相 寺田・片野田 12

1)市内で特徴的な種 4

2)一般種 4

 ・海岸種，山地種

3)レッドリスト種 4

 ・土地名に由来する種

③ 人とのかかわり 寺田 15

1)古来からの交易による導入種 2

 ・山川薬園

2)武家文化種 2

 ・武家屋敷内植生主・生垣

3)園芸・作物 1

 ・からいも・からいも神社

4)植物方言とその由来 4

5)地域での植物遊び 2

6)利用された野草 2

7)モイドンの植物 2

7 動物 ① 脊椎動物 中間 20

1)哺乳類

2)両生類・ハ虫類

 ・一般種

 ・外来種

② 鳥類 中間

③ 古代の動物たち 西中川 15

1)橋牟礼川遺跡

2)尾長谷迫遺跡

④ 魚類 四宮・本村 20

1)淡水魚 四宮 10

 ・一般種

 ・外来種

2)海水魚 本村 10

編 章 節・項・トピック
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部会 執筆者 想定頁数

⑤ 無脊椎動物 中峯

1)昆虫 21

 ・昆虫相の概要 1.5

   ・チョウ・ガ類 8

   ・トンボ類 1

   ・甲虫類 3

   ・カメムシ類 1

   ・水生昆虫類 1

   ・バッタ類 0.5

   ・ハチ・アリ類 0.5

2)開聞山麓の昆虫 1.5

3)竹山周辺の昆虫 1.5

4)魚見岳と周辺，知林ヶ島の昆虫 1.5

8 コラム 【コラム】山川石と池田石 成尾 3

【コラム】指宿粘土 成尾 2

第２巻 通史編②「先史時代～近代」 （600ページ）※13ｐ調整希望 613
目次・挨拶文など 20

３ 先史時代 １ 先史時代の指宿解説 ① 先史時代の指宿解説 ② 大西 3

141 ２  旧石器時代 ① 日本列島への人類の到達 ② 寒川 18

②  旧石器時代の気候と環境 寒川

③  旧石器時代の指宿 鎌田

1)指宿地域の火山灰と地層

2)古期南薩火山岩類と石器石材

3)自然科学分析からみた環境復元

4)南九州における石器の変遷

(5)指宿の旧石器時代の遺跡

④ 旧石器時代の生活と道具の移り変わり

1)指宿最古の西多羅ヶ迫遺跡 鎌田

2)旧石器時代の水迫遺跡 鎌田

3)ナイフ形石器文化から細石刃石器文化へ 寒川

３ 縄文時代 ① 縄文時代前半期（草創期から早期）の文化と社会 ② 桒畑 39

1)南九州における縄文時代草創期の様相

2)指宿地方で見つかった縄文時代草創期の遺跡

 ・水迫遺跡と西多羅ヶ迫遺跡

3)縄文時代早期の文化と社会

 ・南九州独特の貝殻文円筒形土器の成立：水迫式から岩本式へ

 ・南九州における早期前葉の定着的なくらし

 ・指宿地方の小牧台地の遺跡群

 ・早期後半の土器文化の変転と様相

② 縄文時代早期から前期の巨大噴火と縄文人 桒畑

1)海を渡る巨大火砕流の脅威！：完新世最大の鬼界アカホヤ噴火と縄文人

2)池田湖の噴火と遺跡

③ 縄文時代後半期（前期から晩期）の文化と社会 西牟田

1)希薄な前期から中期の遺跡

2)南九州における縄文時代後期の集落様相の概観

3)「指宿」の名前をもつ土器 「指宿式土器」の成立とその多様性

4)開聞岳の誕生とその噴火に立ち会った縄文人

編 章 節・項・トピック
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部会 執筆者 想定頁数

【コラム】火山灰考古学発祥の地：指宿橋牟礼川遺跡

5)指宿地方における縄文時代後期から晩期の遺跡

 ・田中遺跡

 ・大渡遺跡

 ・新番所後遺跡

 ・迫田遺跡 ②
 ・岩本麓遺跡 ②

【コラム】縄文人が描いた住まいの絵？！：大園原遺跡（保留） ② （保留）

４ 弥生時代 ① 九州南部の弥生時代概説 中村 33

② 本格的農耕の始まり、生業 中村

③ 弥生時代の集落 中村

1)住まいと道具

④ 土器から見た弥生社会のつながり 中村

2)土器焼成の様子がわかる中尾迫遺跡

3)西の形と東の形、どちらも合わせ持つ指宿の土器

4)遠隔地から持ち込まれた土器

⑤ 祀りと埋葬 ② 中村

1)弥生時代に始まる墓地：南摺ヶ浜遺跡・成川遺跡

2)鏡の祀り：横瀬遺跡 

５ 古墳時代 ①  古墳時代概説（九州南部を含む） 大西 48

②  集落の様相  松﨑

1)古墳時代の県内最大級のムラ 橋牟礼川遺跡

2)交易拠点となる集落 敷領遺跡・宮之前遺跡・尾長谷迫遺跡 

③ 成川式土器概説

1)成川式土器 松﨑

2)土師器と成川式土器の違い 松﨑

3)須恵器の出現・流通 大西

4)須恵器を模倣した成川式土器 大西

④  暮らしと生業

1)古墳時代の指宿に稲作はあったか？  大西

2)尾長谷迫遺跡におけるクリの栽培 松﨑

3)貝塚の形成 橋牟礼川遺跡・尾長谷迫遺跡 大西

4)漁労の痕跡 松﨑

5)専業鉄工房集落 尾長谷迫遺跡 松﨑

⑤  古墳時代の交易

1)土器・石器から見た交易 大西

2)交易拠点を介した広域ネットワーク（鋳造鉄斧・ガラス玉・無

孔蜻蛉玉・青銅製馬鈴・鉄製品・有窓鍔・小札・陶質土器・子持

勾玉・三葉環頭大刀柄頭…）

松﨑

⑥  死後・祭祀

1)成川遺跡・南摺ヶ浜遺跡・上吹越遺跡・橋牟礼川遺跡の土壙墓 大西

2)軽石製品から見る精神世界 松﨑

3)猪の神を祀る人々 松﨑

【コラム】人骨からみた指宿の人々（九州南部における親族構造） 竹中正巳

【コラム】土器を科学する 指宿の土器から見えるもの 鐘ヶ江賢二

【コラム】弥次ヶ湯古墳再論 薩摩半島南端に古墳はあったか？ 松﨑・大西

編 章 節・項・トピック
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部会 執筆者 想定頁数

４ 古代 １ 7世紀中期までの薩摩地方 ① 天智朝までの政治過程 ③ 竹森 18

78 ② 薩摩地方の情勢

(100) 1)暗文土器・須恵器長頸壷の背景

③ 遣唐使と南薩地方

1)薩摩の曲での遭難

④ 開聞岳の青コラ噴火について 成尾・松﨑

２ 7世紀後期の薩摩地方 ① 天武・持統朝の政治過程 ③ 竹森 9

② 隼人の朝貢開始 竹森

③ 南島経営と覓国使剽刧事件 竹森

３ 8世紀の薩摩国 ① 8世紀の政治過程 ③ 竹森 21

② 隼人の戦い 竹森

③ 隼人と律令支配 竹森

④ 記紀神話と隼人支配

1)南薩の神話伝承

⑤ 遣唐使と南薩地方 竹森

⑥ 古代の交通路 上村

４ 9～11世紀の薩摩国 ① 平安時代前期・中期の政治過程 ③ 永山 18

② 隼人支配の終了と薩摩国 永山

③ 富豪層の台頭と律令体制の変質 永山

④ 考古学から見る南薩地方

1)福元崖葬墓

⑤ 南蛮襲来事件と薩摩国 永山

５ （特論）開聞岳 ① 文献から見る古代の開聞岳噴火 永山 12

紫コラ噴火をめぐって ② 考古学から見る開聞岳紫コラ噴火 松﨑

③ 火山学から見る開聞岳紫コラ噴火 成尾

④ まとめ 永山

５ 中世 １ 中世の指宿 ① 中世の指宿総説 ④ 栗林 3

81 ２ 鎌倉時代 ① 南薩平氏の成立と展開 ④ 9

(100) 1)平姓頴娃氏と平姓指宿氏

2)指宿氏と庶流原田氏の発展

② 鎌倉幕府の成立と指宿 ④ 9

3)建久図田帳体制の成立 郡郷制の改編，島津荘の成立

4)文暦２年(1235)関東下知状の世界－指宿神社・山川

③ 蒙古襲来  ④ 9

1)枚聞神社と新田神社の一宮相論

2)原田氏の異国警固番役勤仕

３ 南北朝時代 ① 南北朝時代の指宿 ④ 12

1)懐良親王と指宿忠篤

2)指宿氏が参加した合戦

3)近代における指宿忠篤の顕彰

4 中世山城 ① 中世山城  ④ 9

1)山城とは 指宿市内の山城

2)指宿城（松尾城）

5 室町時代 ① 室町時代の指宿 ④ 12

1)島津元久・久豊兄弟

2)島津久豊・伊集院氏の攻防と指宿氏

3)伴姓頴娃氏

編 章 節・項・トピック

竹森

竹森

原口

永山・松﨑

栗林

栗林

栗林

栗林

上田

新名
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部会 執筆 想定頁数

6 戦国時代 ① 戦国時代の指宿 ④ 18

1)頴娃氏の山川進出と島津氏庶流喜入氏

2)貿易港山川

3)島津氏の三州統一と指宿

【コラム】西方久保の方柱板碑

4)豊臣政権と山川

６ 近世 1 江戸時代の指宿 ① 江戸時代の指宿 ⑤ 12

② 旧指宿市 概要（郷村と人口 など）

120 ③ 旧山川町 概要（郷村と人口 など）

④ 旧開聞町 概要（郷村と人口 など）

2 薩摩藩政の展開と指宿 ① 薩摩藩政の展開 ⑤ 21

1)外城制度 地頭所と私領 外城の役職と衆中

2)門割制度

3)陸上交通 など

② 藩港山川

1)近世初期の山川港と琉球出兵

3 江戸時代の産業と文化 ① 江戸時代の農業 ⑤ 24

1)郷村の姿

2)あっぱれ利右衛門 サツマイモの伝来

3)前田勘助日記にみる郷士の農業

② 指宿の物産 煙草・薬園・漁業・牧 など

③ 指宿白土と陶磁器生産 渡辺

④ 宗教・文教関係 開聞岳，枚聞神社別当瑞応院，山川正龍寺等 鈴木

４ 今和泉島津家 ① 一門家今和泉島津家の誕生 ⑤ 12

1)一門家の成立と今和泉島津家

② 今和泉島津家の人々と今和泉郷

1)篤姫 徳川家を守った恩人

5 指宿を見つめる ① 描かれた指宿 林

② 記された指宿－指宿を記録した人々 9

1)橘 南谿「西遊記」天明２年（1782）

２)高山彦九郎「筑紫日記」寛政４年（1792）

3)伊能忠敬「伊能忠敬日記」文化７年（1810）

4)野田泉光院「九峰修行日記」文化9年（1812）～

5)高木善助「薩陽往返記事」天保２年（1831）

6)伊東凌舎「鹿児島ぶり」天保6年（1835）

7)市来四郎日記「市来四郎日記」安政４年(1857)～文久３年(1863)

8)カッテンディーケ「長崎海軍伝習所の日々」安政5年（1858）

9)『鹿児島県史料』中の日記類

６ 幕末の指宿 ① 鹿児島藩財政改革と指宿・山川の海商 ⑤ 新福 24

1)調所広郷の改革

2)幕末の公共工事

3)砲台だらけの指宿 前田勘助日記

4)指宿が生んだ豪商 濵﨑太平次・黒岩藤兵衛，河野覚兵衛

② 幕末の外国勢力との対峙 ⑤
1)モリソン号事件，宝島事件

編 章 節・項・トピック

新名

林

各章のペー

ジ割は，今

秋決定 尾口

尾口

木土
2)藩港山川港の位置 奄美群島・琉球口貿易と山川

 享保の唐物崩れ 大坂・長崎との関係         など

尾口

崎山

崎山

林
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部会 執筆 想定頁数

2)神仏の力で外国人を追い出せ！ 揖宿神社造替「敵国降伏」扁額

７ 近代 １ 明治・大正・戦前の指宿 ① 明治・大正・昭和戦前期の指宿概説 ⑥ 平井 3

(明治～ ２ 明治期の指宿 ① 幕末維新の混乱と指宿－仏を壊した廃仏毀釈 54

昭和前半) 1)神と仏（神仏習合）

132 2)廃仏毀釈と指宿－壊された仏像・寺院

3)残された仏像・新たな仏像

小水流

② 西南戦争と指宿

1)西南戦争と指宿の人びと

2)招魂塚から辿る西南戦争

下豊留

③ 初等教育の始まりと展開 竹村

④ 草の根の自由民権 伴野

⑤ 明治の大合併と指宿 平井

⑥ 対外戦争と指宿

1)台湾出兵

2)日清・日露戦争

3)「兵士」と軍事郵便

⑦ 地域文化の胎動

1)詩歌、郷土雑誌、報徳運動

３ 大正・昭和初期の指宿 ① 諸運動の噴出 51

1)米騒動

2)普選運動

3)社会主義・アナーキズム

4)女性運動など

② 教育の拡大 

1)中等教育の出発

2)実業教育の出発

③ 戦間期の経済・産業

1)農業と水産業

2)観光業と商業

3)鉄道開通

④ 指宿町・山川町の町制施行と行財政運営 高柳

⑤ 地域文化の展開

・詩歌、郷土雑誌、映画等の大衆文化

４ 満州事変以後の指宿 ① 戦時下の学校教育（子供たちが見た戦争） 竹村 24

② 戦時体制と指宿・山川・開聞の行財政 平井

③ 基地建設の槌音

・指宿海軍航空基地と田良集落

④ 戦時下の人々の暮らし

・銃後社会の形成と指宿

・指宿空襲

編 章 節・項・トピック

【コラム】壊された寺院のその後

【コラム】西郷隆盛と鰻温泉

【コラム】感染症の流行と指宿

【コラム】移住と指宿

【コラム】馬渡写真館が映し出す近代の指宿

小水流

下豊留

伴野

伴野

伴野

竹村

高柳

伴野

平井

平井
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第３巻 通史編③・民俗 （600ページ） 600
部会 執筆者 想定頁数

目次・挨拶文など 37

8 現代史概要 １ 昭和後半(戦後)の指宿 ① 戦争の傷跡と再開発 ⑦ 32

・山川災害復興事業

② 新婚旅行ブームと観光都市指宿

32 ・終戦直後に観光都市を目指した指宿 昭和29年新市建設計画

・新婚旅行ブームと東洋のハワイ

③ 太陽国体の開催とインフラ整備

④ 集団就職 大都市圏への人の流れ

⑤ 高度経済成長とバブル崩壊

・経済成長に伴う生活の変化

・成長の影，環境問題

・池田湖イッシー騒動と大衆文化

・地域開発とリゾート法

２ 平成と令和の指宿 ① 平成と令和の指宿解説 ⑦
② 災害の時代 大震災と豪雨災害

・七夕災害

③ ハード整備（公共事業）の時代

・セントラルパーク，砂むし会館「砂楽」，時遊館COCCOはしむ

れ，なのはな館，開聞総合体育館，公共下水道他

④ 国境を越えた結びつき（国際交流の時代）

・姉妹都市交流，フランスワールドカップ，日韓首脳会談

⑤ 平成の大合併 新指宿市誕生

⑥ デジタル化による社会の変化

・パソコン・携帯電話・光回線・スマートフォンの普及

・SNSの拡大 誰もが発信できる時代

⑦ 感染症の流行 SARS・MERS

・指宿市における新型コロナウィルス感染症の拡大

・パンデミックの発生

⑧ 動物の感染症流行と畜産への影響 鳥インフルエンザ・口蹄疫等

⑨ 令和の学校再編

⑩ 持続可能性と多文化共生社会

・SDGS  ・技能実習生

９ 部門史 １ 行財政・議会史 ① 行政 ⑦ 15

15 ・市庁舎、町役場庁舎の変遷

・行政機構・事務機構・業務改革

・行政改革の取り組み

・広報・広聴

・指宿名誉市民・指宿市民栄誉賞

・歴代市長・歴代町長

・昭和の合併 薩南市とは

② 平成の合併 旧指宿市・山川町・開聞町

・合併の経緯と協議内容

・合併後の１市２町

・各庁舎の変遷 指宿庁舎耐震化・山川庁舎移転・開聞庁舎建て替え

③ 財政

編 章 節・項・トピック

（∼令和８年

3月31日）

（∼令和８年

3月31日）
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部会 執筆者 想定頁数

・旧指宿市・山川町・開聞町の財政（一般会計・特別会計・企業会計の推移）

・指宿市の財政（平成18年度～令和8年度）

④ 議会

・旧指宿市・山川町・開聞町の議会概要

・指宿市議会の概要

⑤ 選挙

・選挙執行状況

・選出県議会議員・国会議員・県知事（指宿市出身）

２ ① 自治会の成立 松下 33

② 戦前の自治会組織

33 ③ 戦後の自治会組織

・自治組織としての集落

・山川町・開聞町の区制の自治組織化

・旧指宿市の校区公民館設置

・地方自治法改正（認可地縁団体）

④ 市民協働の推進

⑤ 市民団体

・指宿青年会議所（クリーン指宿・魚見岳桜まつり）

・自治公民館連絡協議会 ほか

３ 校区史 ① 指宿小学校区 ⑦ 25

25 ・校区の概要（位置・地形的特徴・産業的特徴）

・校区の歴史

・主な施設（神社仏閣等）

・指定文化財等

② 魚見小学校区

③ 柳田小学校区

④ 丹波小学校区

⑤ 今和泉小学校区

⑥ 池田小学校区

⑦ 旧山川小学校区（町区・福元区）

⑧ 旧大成小学校区（大山区・小川区・成川区・鰻区）

⑨ 旧徳光小学校区（岡児ヶ水区・浜児ヶ水区）

⑩ 旧利永小学校区（利永区・尾下区）

⑪ 開聞校区（十町区・仙田区・上野区）

⑫ 川尻校区（川尻区）

４ 産業史 ① 指宿の産業構造の変化 ⑦ 3

#VALUE! 66 ② 農業 10

・温泉利用農業の進展

・指宿の特産品

  観葉植物

  オクラ・ソラマメ 生産日本一のまちへ（かごしまブランド）

・南薩畑かん事業による畑地革命

③ 畜産業の歴史

④ 林業の歴史 5

⑤ 水産業の歴史 ⑦ 14

・近海漁業から遠洋漁業へ

・内水面漁業

編 章 節・項・トピック

コミュニティ史と市

民協働史
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部会 執筆者 想定頁数

・なのはなカンパチ養殖

・池田湖や鰻池を活用した養殖業の衰退

・鰻養殖の推移

⑥ 商業の歴史 ⑦ 12

・商店街の変遷

・商工会議所・商工会（商品開発含）

・道の駅の誕生

⑦ 製造業の歴史 ⑦ 12

・金鉱業

・製塩の歴史 

・山川漬の歴史

・薩摩焼の歴史

・焼酎製造の歴史

・その他の製造業の歴史いもあめ，ハーブ，薩摩つげ櫛，指宿温泉サイダー

⑧ スポーツの歴史 ⑦ 10

・市営野球場開場と国鉄スワローズ 金田正一と砂むし温泉

・太陽国体

・キャンプ地としての指宿

  タイガーウッズ騒動，サッカー日本代表合宿

・市民のスポーツ

  ゲートボール・グランドゴルフ

５ 厚生・福祉・保険 ① 厚生 ⑦ 20

医療史 ・国民健康保険

20 ・老人保健制度と介護保険

・後期高齢者医療制度の変遷と概要

・国民年金

・公的扶助（生活保護法）

② 福祉

・児童福祉・高齢者福祉・障がい者福祉

・福祉団体・施設

・子育て支援

・保育園（所）

③ 保健

・伝染病隔離病舎

・健診・予防接種

・感染症対策

④ 医療

・指宿市の医療の変遷と概要 ⑦
・第8次鹿児島県保健医療計画 南薩保健医療圏

・医療機関

６ 土木・建設史 ① 都市計画 ⑦ 20

20 ・指宿市の都市計画

・指宿市都市計画マスタープラン

・土地区画整理事業

② 道路

・国道・県道

・市道

編 章 節・項・トピック
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部会 執筆者 想定頁数

・広域道路

・道の駅と地域活性化

③ 港湾

・指宿市の地方港湾（県管理港湾）

・指宿市の管理する港湾

・指宿港海岸整備事業

④ 住宅・公園 ⑦
・住宅

・都市公園

7 衛生・環境史 ① 上水道事業 ⑦ 10

10 ② 塵芥処理事業

③ 火葬場・墓地

④ 環境保全 ⑦
８ ① 治安 ⑦ 14

② 交通安全

14 ③ 消防

④ 防災

⑤ 災害

９ 交通・通信・電力史 ① 交通機関・交通行政 ⑦ 20

・南薩地域の交通機関の概要

20 ・公共交通計画

・鉄道

・路線バス

・コミュニティバス・デマンド交通

・自家用車・タクシー業・運輸業

・海上交通

・錦江湾横断道路構想

② 通信

・郵便事業の変遷と沿革

・市内の郵便局

・電信電話事業

③ 電力

・電力事業の変遷

・地熱発電所の設置

10 教育史 ① 教育行政 20

65 ・戦前の教育と戦後の教育改革

102 ・教育委員会の発足

・教育行政施策

・公立小中学校再編整備事業

・過小規模校・複式学級校

・学校給食

・学校保健

・コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

・就学援助制度と奨学金

② 学校教育 27

・指宿市公立学校の概要

・就学前教育（幼稚園）

編 章 節・項・トピック

治安・消防・防災・

災害史
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部会 執筆者 想定頁数

・指宿市立小学校

・指宿市立中学校

・指宿市立指宿商業高等学校

・県立高等学校

・鹿児島県立指宿特別支援学校

③ 社会教育 18

・社会教育団体

・社会教育施設の整備

  校区公民館

  指宿市民会館、山川文化ホール

  考古博物館

  図書館

・指宿市の生涯学習

④ 社会体育

11 芸術・文化・文化財 ① 文学 9

46 ・山川文学

・文芸いぶすき

・文学碑

② 芸術・文化 9

・芸術文化施設

・芸術文化行事（いぶすきシルバー美術展他） ⑦
・国民文化祭

③ 文化財 ⑦ 25

・指定文化財等

・未指定文化財（地域計画）

⑤ 博物館施設を中核とした地域文化の推進 3

・指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の開館（平成8年）

・指宿市考古博物館と文化財調査・指宿まるごと博物館事業

10 １ 泉都指宿と観光史 ① 指宿市の泉源と歴史的温泉 ⑦ 20

・泉源分布

・指宿温泉の歴史

47 ・殿様湯の設置

② 観光業の歴史

・近現代の宿

③ 新婚旅行ブームと東洋のハワイ

・新婚旅行ブーム

・東洋のハワイ

・ホテル建設ラッシュ

⑤ 観光施設の整備

・砂むし会館「砂楽」・池田湖パクス・たまて箱温泉 他

・回転式そうめん流し機の開発と唐船峡そうめん流し

⑥ 大河ドラマと観光

２ 山川港と鰹節 ① 藩港山川港 黒糖搬入港 15

② かつお漁業基地となった山川

③ 鰹節と生産量日本一

④ 水産加工団地と本枯れ節日本一

３ 海神開聞岳 ① 開聞神は火山の神様 12

編 章 節・項・トピック

テーマでみ

る指宿歴史

物語

17



部会 執筆者 想定頁数

② 海神になった開聞岳

③ 開聞岳を祀る枚聞神社

④ 琉球使節と開聞岳

11 民俗 １ 民俗 ① モイドンと村落の変遷 ⑧ 川野 10

100 ② 生業と諸職 小野 10

・諸職

 石工・舟大工・野鍛冶・指物師・ツゲ細工・炭焼・塩炊き ほか

・農業

 麦・大豆・粟・ソバ・稲・芋・煙草・菜種・大根・小豆 ほか

・農具

 鍬・犂・馬鍬・蓑・イモツボ ほか

・農耕儀礼

 鍬入れ・田の神講・タノモンセツ・ホゼ祭 ほか

③ 冠婚葬祭・人生儀礼

④ 開聞岳と指宿の人びと 湯川 10

・開聞岳と伝説

・開聞岳と寺社（瑞応院・枚聞神社・揖宿神社）

・開聞岳と暮らし

・開聞岳と観光

【コラム】開聞岳とうた

⑤ 年中行事 井上 10

・正月行事

 概観・家行事・イシナト・メンドン・サンコンメ・鬼火焚き

 ダセチッ・鰻参り（ウナッメイ）

・春の行事

 概観・ガラガラ船・トキの餅吊り

・夏の行事

 概観・六月灯・お灯明上げ・泥打つけ・竹打ち合い

・秋と冬の行事

 概観・十五夜行事・亥の日行事・ウッガン祭り・火の神祭り

⑥ 衣食住 牧島 10

・衣

 植物繊維と織物（麻・木綿・絹）

 服装（仕事着・普段着・晴れ着・寝具・装身具）

 染色と洗濯（染色・洗濯）

 俗信と禁忌

・食

 日常食（食制・主食・副食・代用食・その他）

 行事食（正月料理・三月節供・五月節供・お盆・ホゼ祭り・誕生祝い・年祝い・葬式）

 保存食

 調味料（味噌・しょうゆ・酢・豆腐・手もみ茶など）

・住

 民家の間取りと屋敷（農家・漁業・商家・その他）

 家建てと屋根葺き

 建築儀礼

⑦ 方言 橋口

⑧ 神話・伝説

編 章 節・項・トピック
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部会 執筆者 想定頁数

⑨ 民謡と芸能 松原

・民謡と芸能全般の概観

・民謡（録音が残っている曲について原則紹介）

・芸能（市が映像化している芸能全ての伝承状況と由来）

⑩ 漁業・漁村・交易 橋村

⑪ 講と行事 御鍵

⑫ 大字誌（または集落誌）・集落地図（集落の概要・変遷・地名・場所名）

年表 50

編 章 節・項・トピック

市町村の表記：平成18年に合併して誕生した指宿市は「指宿市」、それ以前の指宿市は「旧指宿市」と表記する

19



資料●

史料編１について

【１趣旨目的】（令和６年７月５日：令和６年度第１回指宿市史編さん委員会）

①現代（戦後）をテーマとする。

②ページ構成として，テーマごとに見開きで写真を用いて紹介する。

③市制 20 周年にあわせて発刊する。平成・令和も含めた内容とする。

④戦後の文化や生活，産業などの紹介。懐かしさと学びがあり，市民の皆さんが自ら

の人生と重ねて回想できる内容とする。（回想法・自分史・郷土愛・ガイド資料）

⑤読みたくなる内容として市史編さんのこれからの発刊を楽しみに待ってもらう。

【２仕様】

・規格：Ａ４判（上製本）

・ページ数：200 ページ ・刷色：４色

【３発刊】

・令和８年 12 月（原稿締切令和７年 12 月）

【４構成】

・通史編と補完関係（内容の重複・歴史資料集）とする。

・時代を大きく４つに分けて，通史，テーマ史を含めた紹介をする。

【５備考】

・市民からの聞き取りや提供写真を最大限に使う（市民協働）。

・コラムとして，指宿に関わりのある人に寄稿してもらう（様々な執筆者）。

・指宿，山川，開聞のバランスへの気配り。

・タイトルについては，手に取ってもらいやすいものに変更。

１ 昭和 21 年～昭和 47 年（26 年） 戦後復興・高度経済成長期

２ 昭和 48 年～昭和 63 年（15 年） 太陽国体・石油ショック以降

３ 平成元年～平成 17 年（17 年） 平成合併まで

４ 平成 18 年～令和７年（19 年） 合併以降

20



内容 ページ数 番号

１ 昭和前期 １ 生き延びた人々。戦後の始まり 終戦直後の混乱と住民の生活 2 1

（コラム）戦時下の記録 市民が書き残した戦争体験 2 2

2 戦争の痕跡と開発 指宿海軍航空基地と田良浜 2 3

（コラム）小説に描かれた指宿海軍航空基地 梅崎春夫「崖」 2 4

3 青年たちの帰郷と青年団活動 戦争後の青年団活動 2 5

4 新しい学校「６・３・３・４」 教育制度改革と学校生活 2 6

（コラム）子ども時代のあそびとおもちゃ 昭和の遊びとおもちゃ 2 7

5 ルース台風被害と波打ち際の攻防 昭和二十六年のルース台風 2 8

6 昭和の市町村合併 新聞記事をもとにした原稿作成 2 9

（コラム）幻の薩南市 今和泉村議会録の分析 2 10

７ ふるさとへの想いは時をこえて 難民救済法によるアメリカ移住 2 11

８ 集団就職と金の卵 故郷指宿と郷土会 2 12

9 昭和三十三年二つの大火 「利永の大火」「尾掛の大火」 2 13

（コラム）観光夜明け前 大正から昭和初期の指宿 2 14

10 温泉観光都市の誕生 岩崎與八郎と下竹原弘志 2 15

（写真集　指宿新婚旅行記） 県外からの写真提供による構成 2 16

（コラム）新婚さんいらっしゃい 当時の記憶と記録 2 17

11 列挙する観光産業 タクシー会社やレジャー施設の紹介 2 18

（写真集　レトロにひかる昭和の指宿） 色鮮やかな昭和の指宿を行政要覧から紹介 2 19

12 整備される観光施設 砂むし温泉・長崎鼻・唐船峡そうめん流し 2 20

（コラム）与謝野晶子の足跡をさがして 近代における砂むし温泉と歌人の利用 2 21

13 金田正一と砂むし温泉 砂むし会館砂楽・金田投手と指宿 2 22

（コラム）市民から見た国鉄スワローズ 当時の様子を寄稿文から振り返る 2 23

14 開聞町に新たな観光名所を 唐船峡そうめん流しについて 2 24

（写真集　指宿を訪れた著名人） 2 25

（写真集　旅情歌レコードコレクション） 2 26

みやげもの（特産品の数々） 2 27

整備される交通網 2 28

（写真集　自動車コレクション） 2 29

（コラム　昭和前期の戦争） 2 30

指宿枕崎線開通 2 31

（コラム　指宿の車窓から） 2 32

近代化とともに変わる農作物 2 33

（コラム　オクラとそら豆の生みの親） 2 34

指宿を支える研究機関 指宿植物試験場 2 35

南薩畑かん事業による畑地革命 2 36

時代とともに変わる水産物 2 37

山川港とかつお節 2 38

指宿温泉祭 2 39

山川港まつり 2 40

開聞そうめん夏祭り 2 41

思い出の商店街 2 42

（写真集　豊かな生活） 2 43

編 章 ○節・小見出し

史料編①
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２ 昭和後期 太陽国体 2 44

（写真集） 2 45

成長の影，環境問題 2 46

活発化する市民活動 指宿ロータリークラブ 2 47

なぜアロハシャツが制服になったのか 2 48

イベント黎明期 2 49

花と香り，おもてなしのまち指宿 2 50

池田湖イッシー騒動と手塚治虫 2 51

姉妹都市交流 2 52

指宿リゾート化計画・インフラ整備 2 53

３ 平成（合併前） 指宿が生んだご当地キャラクター 2 54

いもに光を。さつまいもフェスティバル 2 55

大震災と豪雨災害 2 56

ハード整備（公共事業）の時代 2 57

日本のなかの指宿（日本一） 2 58

世界のなかの指宿 2 59

４ 平成（合併後） 新指宿市誕生 2 60

農作物新時代 2 61

「学生（子ども）映画祭INいぶすき」 2 62

指宿商業高等学校（株式会社指商）の取り組み 2 63

指宿港海岸整備事業 2 64

デジタル化による社会の変化 2 65

鳥インフルエンザ・口蹄疫等 2 66

５ 令和 令和（平成31年）の学校再編 2 67

指宿市における新型コロナウィルス感染症 2 68

技能実習生 2 69

６ コラム・写真集 指宿を舞台にした映画，本 2 70

指宿名建築 2 71

観光ポスターの移り変わり 2 72

成人式の主張 2 73

絵はがき 2 74

その他26
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